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安城市 市民協働に関するアンケート（市民活動団体対象） 調査票 

 

Ⅰ．貴団体の概要についておたずねします。 

問１ 貴団体の組織概要についてお答えください。（選択肢の設問は、あてはまるもの１つに○印） 

団体名  

団体種別 

１． 法人化していない市民活動・ボランティア団体 

２． NPO法人 

３． 公益社団法人・一般社団法人 

４． 社会福祉法人 

５． その他（具体的に：                        ） 

活動年数 

１． ３年未満 

２． ３年以上５年未満 

３． ５年以上１０年未満 

４． １０年以上２０年未満 

５． ２０年以上 

 

会員数 
総数      名（令和４年４月１日現在） 

（うち個人会員     名 ・ 団体会員     団体） 

主な活動地域 

１． 安城南中学校区 

２． 安城北中学校区 

３． 明祥中学校区 

４． 安城西中学校区 

５． 桜井中学校区 

６． 東山中学校区 

７． 安祥中学校区 

８． 篠目中学校区 

9. 市内全域 

10.  安城市外 

11.  その他 

（           ） 

令和４年度 
年間活動予算 

1. 5万円未満 

2. 5万円以上～10万円未満 

3. 10万円以上～50万円未満 

4. 50万円以上～100万円未満 

5. 100万円以上 

 

活動の対象者 

１． 高齢者 

２． 障害者 

３． 患者 

４． 子ども 

５． 外国人 

６． 不特定 

 

Ⅱ．市民活動の現状と課題についておたずねします。 

問２ 事務所（自団体専用の事務スペース）を持っていますか。（○印は１つだけ） 

1. 持っている  ⇒ 問３へ 2. 持っていない  ⇒ 問４へ 

（問２で、「１．持っている」と回答した方におたずねします） 

問３ どこを事務所として活動していますか。（○印は１つだけ） 

1. 会員や代表の自宅 

2. 他団体のスペースを間借り 

3. 賃貸オフィス 

4. その他（具体的に：                  ） 
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（すべての方におたずねします） 

問４ 主に事務作業や会議・打合せなど団体を運営・維持するための活動をどこでしていますか。 

（あてはまるものすべてに○印） 

1. 市民交流センター（市民活動センター） 

2. へきしんギャラクシープラザ（文化センター） 

3. 地区公民館（市が設置している公民館） 

4. 市民会館 

5. アンフォーレ 

6. 青少年の家 

7. 東祥アリーナ安城（安城市体育館）・スポ

ーツセンター・マーメイドパレス 

8. 歴史博物館（市民ギャラリー） 

9. 総合福祉センター（社会福祉会館） 

10. 地区福祉センター 

11. 町内公民館（町内会が設置している公民館）  

12. 柿田公園管理事務所「エコきち」 

13. あんぱ～く（子育て支援センター） 

14. 民間の貸し会議室など 

15. 個人宅 

16. その他の施設 

（施設名：                  ） 

問５ 人材に関する主な課題は何ですか。（あてはまるものすべてに○印） 

1. 運営スタッフが少なく特定の個人に責任や作業が集中する 

2. 活動の中心となるリーダーが育たない 

3. メンバーが高齢化している 

4. 世代間の偏りがある 

5. メンバーが忙しく、活動等の時間がなかなかとれない 

6. 新しいメンバーがなかなか入ってこない 

7. メンバーが定着しない 

8. 特にない 

9. その他 （具体的に：                         ） 

問６ 場所等に関する主な課題は何ですか。（あてはまるものすべてに○印） 

1. 活動に必要な機材が不足している（機材名                  ） 

2. 活動のための道具を置く場所が不足している 

3. 会議や打合せを行う場所が不足している 

4. 事務作業を行う場所の確保が難しい 

5. 電話・郵便物などを受ける決まった窓口（連絡先）がない（個人代表に依存している） 

6. 特にない 

7. その他 （具体的に：                                         ） 

問７ 資金に関する主な課題は何ですか。（あてはまるものすべてに○印） 

1. 収入が安定しない 

2. 自主的な事業活動による収入が増えない 

3. 補助金・助成金の申請の仕方がわからない 

4. 寄附金が集まらない 

5. 会費や入会金が増えない 

6. 金融機関からの融資や助成が受けられない 

7. 特にない 

8. その他 （具体的に：                                         ） 
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問８ 活動に必要な「資金」を主にどこから得ていますか。（あてはまるもの２つまで○印） 

1. 会費・入会金 

2. 行政機関からの補助金・助成金 

3. 民間からの補助金・助成金 

4. 行政機関からの業務委託など 

5. 民間団体からの業務委託など 

6. 自主的な事業活動による収入 

7. 寄附金 

8. 特にない 

9. その他 

（具体的に：                   ） 

問９ 情報に関する主な課題は何ですか。（あてはまるものすべてに○印） 

1. 活動に参加したい人の情報が得にくい 

2. 自分たちの活動を効果的に広める方法がない 

3. 他の市民活動団体や町内会等との情報交換や交流がしにくい 

4. 活動を必要とする人や施設の情報が得にくい 

5. 助成金など支援の情報が得にくい 

6. 自分たちの活動に関わる法制度等の情報がわからない 

7. その他 （具体的に：                                           ） 

問１０ 活動に必要な情報をどこから入手していますか。 

（① から⑪の項目についてあてはまるものそれぞれ１つに○印） 

 いつも 

見ている 
時々見ている 

あまり 

見ていない 
見ていない 

① 市公式ウェブサイト １ ２ ３ ４ 

② 広報あんじょう １ ２ ３ ４ 

③ 市民活動情報サイト １ ２ ３ ４ 

④ 市民活動センター情報誌 

「ぼらりん」 
１ ２ ３ ４ 

⑤ 市民交流センター 

LINE・Facebook･Instagram 
１ ２ ３ ４ 

⑥ 生涯学習情報誌「あんてな」 １ ２ ３ ４ 

⑦ 社会福祉協議会ウェブサイト 

（ボランティアの窓など） 
１ ２ ３ ４ 

⑧ あんじょう社協だより １ ２ ３ ４ 

⑨ 県や他市町のウェブサイト １ ２ ３ ４ 

⑩ FacebookなどのＳＮＳ 

閲覧先（        ） 
１ ２ ３ ４ 

⑪ その他（         ） １ ２ ３ ４ 

 



 
- 4 - 

問１１ その他市民活動を継続していく上で、ご意見等があれば記入してください。 

 

 

 

 

Ⅲ．新型コロナウィルス感染症による影響とその対応についておたずねします。 

問１２ 令和元年（2019年）末からの新型コロナウィルス感染症拡大の影響により、感染症拡大前と

現在を比べて貴団体の活動に変化はありましたか。（○印は１つだけ） 

1. 大きく変わった  ⇒ 問 13へ 

2. 少し変わった   ⇒ 問 13へ 

3. ほとんど・全く変わらない ⇒ 問 14へ 

 

（問 12で、「１」又は「2」のいずれかに回答した方におたずねします） 

問１３ 感染症拡大前と比べて、現状でどのような変化がありますか。（あてはまるものすべてに○印） 

1. 活動場所（施設等）が使えなくなった（活動場所を変えた） 

2. 活動場所（施設等）の利用に制限（人数・回数など）がある 

3. 活動自体ができなくなっている、活動機会が減少している 

4. 会議を延期、中止している 

5. イベントや講座等を延期、中止している 

6. 事業の参加人数が減少した、事業収入が減少した 

7. 活動の意欲が低下した 

8. 活動や運営のオンライン化が進んだ 

9. その他 （具体的に：                                         ） 

（すべての方におたずねします） 

問１４ 新しい生活様式（コロナ禍）の下で、貴団体が取り組んでいる工夫や対策は何ですか。 

（あてはまるものすべてに○印） 

1. 感染対策について、団体での方針・ルールを定め運用している 

2. マスク着用、アルコール消毒、注意喚起等の感染予防を講じている 

3. オンラインツールを活用して、会議やイベント等を実施している 

4. 延期・中止･休止している活動・事業等の代替開催をしている 

5. 一部又はすべてのスタッフが在宅でのワークに切り替えている 

6. スタッフや事業関係者等とコミュニケーション・情報交換を図っている 

7. 他団体と連携したり、地域内で連携したりして対策を推進している 

8. 行政と連携して対策を推進している 

9. 感染症対策に関する支援制度や助成金等の情報を収集している 

10.  感染症対策に関する支援制度や助成金制度等を活用している 

11.  特に何もしていない 

12.  その他（具体的に：                  ） 
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Ⅳ．市民活動を活性化するために必要なことについておたずねします。 

問１５ 安城市は、市民活動団体、ボランティア団体に対して、具体的にどのような支援をすること

が必要だと思いますか。（最も必要と思う支援３つまで○印） 

1.  団体に対する「経済的支援（補助金等）」 

2.  団体が活動するために役立つ「行政情報」の提供 

3.  団体の活動を支援する機能や活動拠点 

4.  交流できる場所や会議のできるスペース 

5.  他の団体や町内会等との「交流機会」の充実 

6.  組織づくりや活動運営についての「相談体制」の充実 

7.  自団体及び活動内容のＰＲ 

8.  活動分野やイベントに関する専門家の派遣 

9.  市民活動の担い手の育成などの「人材育成」の実施 

10. 行政の関与は必要ない 

11. 特にない 

12. その他 （具体的に：                                                ） 

問１６ 市民活動団体、ボランティア団体は、どのような取り組みをすることが必要だと思いますか。 

（最も必要と思う取り組み３つまで○印） 

1. 協働に関する認識や理解を深める 

2. 活動の運営基盤（人材、資金）を強化し安定性を高める 

3. 組織の専門性（企画力、提案力）を高める 

4. 組織の事務管理能力を高める 

5. 気軽に意見交換できる信頼関係をつくる 

6. 組織や活動に関する情報を積極的に外部に発信する 

7. 公益を担うという意識を高める 

8. 協働相手の特徴や立場の理解に努める 

9. その他 （具体的に：                                        ） 

問１７ 市民活動を支援するための施設である「市民交流センター」を普段どの程度利用しています

か。（○印は１つだけ） 

1. 週 1 回以上 

2. 月に2～3 回程度 

3. 月に１回程度 

4. 3か月に 1 回程度 

5. 半年に１回程度 

6. 利用していない 

7. 施設の存在を知らない 

8. その他 

（           ） 

問１８ 市民交流センターを現在利用している方は、利用上の問題点・課題があればご記入下さい。

また、現在利用していない方は、なぜ利用していないのか理由をご記入ください。 
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Ⅴ．協働についておたずねします。 

問１９ 他の市民活動団体、町内会などの地域団体、事業者、市と協働して活動したことがあります

か。（○印は１つだけ） 

1. ある  ⇒ 問２０、２１へ 2. ない ⇒ 問２２へ 

（問 19で、「１．ある」と回答した方へ） 

問２０ 協働相手について教えてください。（あてはまるものすべてに○印） 

1. 同じ分野の市民活動団体 

2. 違う分野の市民活動団体 

3. 町内会等の地域団体 

4. 事業者 

5. 行政 

6. その他 

（団体名                            ） 

（団体名                            ） 

（団体名                            ） 

（団体名                            ） 

（団体名                            ） 

（団体名                            ） 

問２１ 協働した活動内容について教えて下さい。 

 

 

 

（問 19で、「２．ない」と回答した方へ） 

問２２ 今後、他の団体と協働して活動したいと思いますか。（○印は１つだけ） 

1. 思う  ⇒ 問23、24へ 2. 思わない ⇒ 問25へ 

（問２２で、「１．思う」と回答した方におたずねします） 

問２３ どのような団体と協働したいと思いますか。（あてはまるものすべてに○印） 

1. 同じ分野の市民活動団体 

2. 違う分野の市民活動団体 

3. 町内会等の地域団体 

4. 事業者 

5. 行政 

6. その他 

（団体名                            ） 

（団体名                            ） 

（団体名                            ） 

（団体名                            ） 

（団体名                            ） 

（団体名                            ） 

問２４ 協働したい活動内容を簡単にご説明ください。また、新しい生活様式（コロナ禍）の下、他

の団体等と協働することで課題解決につなげたいことがあればお聞かせください。 
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（問２２で、「2．思わない」と回答した方におたずねします） 

問２５ 他の団体と協働したくない理由について教えてください。（あてはまるものすべてに○印） 

1. 自分たちで活動が完結しているから 

2. 活動に制約ができてしまうから 

3. 他の団体等との調整が困難だから         

4. 他にどのような団体がいるかわからないから 

5. その他（                 ） 

 

 

（すべての方におたずねします） 

問２６ 平成２５年度より実施されている「市民活動補助制度」があることを知っていますか。 

（○印は１つだけ） 

1. 知っている ⇒ 問27へ 2. 知らなかった ⇒ 問29へ 

（問26で、「１．知っている」と回答した方におたずねします） 

問２７ 「市民活動補助制度」に申請したことがありますか。（○印は１つだけ） 

1. 申請したことがあり、採択された 

2. 申請したことがあるが、採択はされなかった 

3. 申請を検討したが、申請しなかった  

4. 制度は知っていたが、申請したことはない 

5. その他 （具体的に：                   

 

 

⇒ 問28へ 

⇒ 問28へ 

         ） 

（問２７で、「３」又は「４」と回答した方におたずねします） 

問２８ 申請しなかった理由をご記入ください。（あてはまるものすべてに○印） 

1. 書類の作成方法がわからないから 

2. 公開プレゼンが面倒だから 

3. 全額補助ではないので魅力を感じないから 

4. 補助金は必要ないから 

5. その他 （具体的に：                      ） 

（すべての方におたずねします） 

問２９ 今後の市民活動団体への補助制度のあり方等について、アイデアや希望がありましたらご記

入下さい。 
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問３０ 協働の担い手となる人材を育成するためには、どのような人材養成講座が必要だと思います

か。（あてはまるものすべてに○印） 

1. 新たに市民活動を始めようとする人材を養成する講座 

2. 市民活動団体同士を結びつけ、協働を作り出す（コーディネートする）ことのできる人材

を養成する講座 

3. 組織運営能力の向上を図る講座 

4. 特にない 

5. その他 （具体的に：                                       ） 

問３１ 人材養成講座についてのアイデアなどがありましたら具体的にご記入ください。 

 

 

 

問３２ 協働を推進するために、安城市はどのような取り組みが必要だと思いますか。 

（最も必要と思う取り組み３つまで○印） 

1. 市民活動に関する理解を深める 

2. 課題を総合的に把握し対処する 

3. 対等な関係として尊重する 

4. 協働に関する情報公開をすすめる 

5. 十分な意見交換の機会を設ける 

6. 単年度ではなく中長期的なビジョンで進める 

7. 客観的な評価の仕組みを作る 

8. 様々な立場の主体をまとめる調整力をつける 

9. 市職員の協働に対する意識を高める 

10.  その他 （具体的に：              ） 

問３３ その他市民協働を推進するためのアイデアやご意見等など、何でも自由にお書き下さい。 

 

 

 

 

 

 

 
アンケートは以上で終わりです。 

ご協力いただきありがとうございました。 

同封の返信用封筒に入れ、ポストに投函してください。 




